
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
発表演題名 福井県における大気汚染常時監視 －近年の高濃度観測事例－ 

発表学会名 第 4回福井大学「日本海地域の自然と環境」研究発表会 
発表者名 山田克則 

開催場所 福井市（福井大学アカデミーホール） 

発表日時 平成２４年１２月８日（土） 

発表内容 福井県衛生環境研究センターにおける大気汚染常時監視の結果から、お

もな大気汚染物質 4項目について、1989（平成元）年度から 2011（平成 23）

年度までの 23 年間に福井局において最も高い日平均値を観測した事例を

調べたところ、以下のとおりであった。 

(1) 二酸化硫黄（SO2） 

2000年 9月 15日に最も高い日平均値（99ppb）を観測した。本事例は、

三宅島からの火山ガスの飛来が要因と考えられる。 

(2) 二酸化窒素（NO2） 

2006年 2月 14日に最も高い日平均値（43ppb）を観測した。本事例は、

地上よりも上空の気温の方が高い、大気が安定な状態が長時間継続したこ

とが要因と考えられる。 

(3) 浮遊粒子状物質（SPM） 

2002年 4月 9日に最も高い日平均値（173μg/㎥）を観測した。本事例は、

大陸からの黄砂の飛来が要因と考えられる。 

(4) 光化学オキシダント（Ox） 

2009年 5月 21日に最も高い日平均値（73ppb）を観測した。本事例は、

大陸方面から移流してきた Oxに国内（県外）で発生した Oxが加わり、さ

らに本県内で発生した Oxが加算されて高濃度になったと考えられる。 

 
 


